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共立製品をお買い上げいただきありがとうございます。保証

期間内に通常のお取扱いで万一故障が生じた場合は、裏面の

保証期定により無償で修理いたします。

本書を添付の上ご依頼ください。
！
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ご住所〒

Ｉ
電話番号（ )－（ )－（ ）

◎裏面の保証規定をよくお読みください。

◎本保証書は日本国内でのみ有効です。

◎本保証書の再発行はいたしかねますので、大切に保管し

てください。
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このオートレンジ・デジタルマルチメータは、ＡＣ/DC電圧と電
流、抵抗、ダイオード、導通をJF確かつ簡単に測定できます。
ケースは対衝撃性仕様で落としても壊れにくく、また、スタンド

で読みとりやすい姿勢に立てることができます。
入力インピーダンスが高く、最新のＩＣとデイスプレイを使用して
いるので、回路に負荷をかけられないところでの測定に最適です。
また、電池の消耗をおきえるオートパワーオフ機能付です。

2．使用上の注意

○このマルチメータは安全に使用できるように設計きれていますが、
注意して操作してください。安全な操作のため、以下の注意事項
を守ってくだきい゜

○この取扱説明書には､使用上注意しなくてはならない事柄を､△危
険と△注意で示してあります-ので、よくお読み〈だ言い。
△危険は使用者が感電事故等を起こす可能性をきけるための警
告事項です。

△注意は本器を長期間損傷させず良好な状態でご使用いただく
ための注意事項です。

○このマルチメータは慎重に使用して〈だ毒い゜不適切な使い方を
すると、怪我や死亡事故につながることもあります。電気回路取
り扱い上の一般的な注意事項のみならず、この取扱説明書に記載
してある全ての注意事項を守ってください。

(1)測定を始める前にファンクションスイッチを必要なレンジにセッ
トしたことを確認してくだきい゜特にファンクションスイッチを
電流レンジや抵抗レンジにセットしたまま、あやまって電圧を測
定しないように注意して〈だぢい。

(2)このマルチメータは、250Ｖ以I孔のＩ業用ラインでは使えません。
(3)許容値を超える電圧、電流を加えないでくだきい゜（Ｖ/Q端子：
DC1000Ｖ/AC750Vmax、｡／好/･’ルノｕＡ/ｍＡ端子：３２(山Ａ/320
ｍＡｍａｘ・’0Ａ端子：ＤＣ/AClOAmax）

(4)高電圧を扱う場合は特に注意してください．
(5)ファンクションスイッチを電流、抵抗、導通、ダイオードレンジ

0℃

Ｉ



に合わせたまま、測定コードを商用電源等に接続しないでくださ
い。マルチメータが損傷することがあります。

(6)抵抗、ダイオード、導通を測定するときは、必ず電源を切り放し、
電源フィルターコンデンサを放電してくだきい･

(7)ヒューズ、電池交換のためにケースを開ける前に、必ずマルチメ
ータをオフにして、測定コードを取り外してください。

(8)ケースを取り付けてネジ止めした後、マルチメータを操作してく
だきい゜

(9)アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの1000Ｖを超える
電圧が加わらないように注意してください。

(10)引火性のあるガスがある場所で測定（特に電流の測定）しないで
〈だ急い゜火花が出て爆発することがあります。

(11)このマルチメータを使用しているうちに、本体や測定コードに亀
裂が生じたり、金属部分が露出したときは、使用を中止して〈だ
言い。

⑰電池、ヒューズの交換以外の目的でケースを開けないで〈だ言い。
(１３ヒューズは必ず当社指定のものと交換して〈だぎい。
(10高温多湿、結露するような場所および直射日光の中に長時間放置
しないで〈だ暑い。

(1,50℃を超える温度の場所に置かないでくだきい゜
(10マルチメータや測定コードが濡れているときは測定しないでくだ
きい゜

(17)長時間使用しないときは、電池を取り外して保管してください。
(10マルチメータのクリーニングには、薬品、溶剤、洗剤を使用しな
いでください。

3．仕様

導迪チェック

ダイオードテス、

凸

－３－－２－

レンジ 確度

直
流
電
圧

300ｍＶ

3Ｖ

30Ｖ

300Ｖ

1000Ｖ

±0.5％rdg士２．９ｔ

､0％rdg±２．９ｔ

､0％rdg±４．９ｔ

■
■

交
流
電
圧

50～400Ｈｚ

０

－〃

3Ｖ

30Ｖ

300Ｖ

750Ｖ

,2％rdg士４．９ｔ

直
流
電
流

300浬Ａ

3000ﾉLzA
30ｍＡ

300ｍＡ

10Ａ

､5％rdg±２．９ｔ

､0％rdg±２．９ｔ

､5％rdg士２．９ｔ

､0％rdg±２．９ｔ

交
流
電
流

50～400Ｈｚ

300ノリＡ

3000ﾉuＡ
30ｍＡ

300ｍＡ

10Ａ

士2.0％rdg士５．９ｔ

､5％rdg±５．９ｔ

抵
抗

300Ｑ

3ｋＱ

30ｋＱ

300ｋ｡

3Ｍ｡

30Ｍ｡

､0％rdg±２．９ｔ

士２．()％rdg±２．９ｔ

±３．５％rdg士２．９ｔ

導通チェッグ 300Ｑ 規定せず

ダイオードテス1、 ＤＣ2.000Ｖ ±10％rdg士２．９ｔ



３３/4デジツトＬＣＤ
オートレンジおよびマニュアルレンジ

自動､プラスは表）J《なし、マイナスのとき（
を表示する

ＯＬを表示

DC/ＡＣ電圧レンジｌＯＭＱ、300ｍＶレンジ
100ＭＱ

動作電圧より低くなると圧=]を表示する

V/Q/丹ハ)/ﾉｕＡ/ｍA/端子
0.5Ａ、250Ｖ、ｄ５ｘ２０ｍｍ
ｌＯＡ端子

１０Ａ、250Ｖ、②6.35×31.75ｍｍ
約4209（電池、測定コードを含む）
167.5ｘ７８ｘ３７５ｍｍ

測定コード１組、

スペアヒューズ0.5Ａ、250Ｖ、１本

(パネルの内側に内蔵）
－２０℃-60℃

単３乾電池（ＳＵＭ-3）Ｒ６Ｐｘ２本

５，Ｗ（標準値）
０℃-50℃

ディスプレイ

レンジ

極性
4．各部の名称

き（－）

オーパレンジ表示

入力インピーダンス
■

電池電1モ警告
ヒューズ

ｑ

電董

寸法

付属AＡ（標準）

蝿!タイCRITSUMilHWi3

２
３

０１
９保存温度範囲

`屯源
消費電力

動作温度
４

５
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－４－
－５－



1ディスプレイ３３/4デジツトＬＣＤ、Ｏ－ＭＡＸ３２００カウント、小
数点、バーグラフ付一 5．測定
ディスプレイの下端にあるパ

ーグラフでＭ１'１定値を表示しま
す。このパーグラフは測定に応

じて長きが変わり、測定値の変

化を簡単に見ることができます。

例）３０Ｖレンジで測定値が１２

Ｖのとき、ディスプレイは図の
ようになります。

５－１．電池の組込み

一一

|曰加Ⅱ △危険

ケースを開ける前に、測定コードを電源から取り外してくだ

きい゜

心

U6■DB8uoooOoo
O１０ 2０３０

iHl1定コードを取り外します。

ネジを緩めてケースを開けます。

極性を合わせて電池を電池収納部に入れます。

ケースを取り付けてネジをしめます。

●
●
●
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２パワースイッチマルチメータの電源をＯＮ・ＯＦＦします。

３データホールドスイッチ指示値をホールドするときに使います。

このスイッチを押すと、その時点の指示値をホールドして炎示し

ます｡([ロヨがディスプレイに表示きれます)入力1Aが変わっても
表示は変わりません。全てのレンジで有効です。もう１度スイッ

チを押すと､ホールドが解除Ｍます゜(ディスプレイから匝已が
消えます）

４ファンクションスイッチ測定ファンクションの選択に使用します。

５入力端子、Ａ赤(＋)の測定コード用人力端子、ＡＣ/DQuA、ｍＡ
測定に使用

６入力端子10Ａ赤(＋)の測定コード用入力端子、ＡＣ/DClOA測定
にのみ使用

７入力端子ＣＯＭ黒（－）の測定コード用人力端子、全ての測定で
使用

８入力端子赤（＋）の測定コード用人ﾉ]端子、ＡＣ/DC電圧/Q/舟
（ダイオードテスト／・''１導通チェックiIlll定）に使用

９レンジホールドスイッチマニュアルでレンジを選択するときに

使います。最初にＯＮになった状態では､オートレンジになってい

ます｡1度このスイッチを押すと､マニュアルレンジになり､ＥＥコ
ルンジホールＦ)がディスプレイの右上隅に表示されます。さら
に、押すごとにレンジが上がります。１番上のレンジまで来ると、
次は１番下のレンジに戻ります。

マニュアルレンジモードを取消して、オートレンジに戻るには、

このスイッチを、匠ﾛが消えるまで押してくだきい。
１０冊/･''１.＝/へスイッチ升/･'１）レンジでは、導通チェックとダ
イオードテストの選択に使います｡電流レンジではＡＣとＤＣの選
択に使います。

△危険

カバーを取り付けてオ､ジをしめてから、操作をおこなってく

ださい。

５－２．共通操作方法

マルチメータを使用しないときは電源をＯＦＦにして〈だ言い。オ

ート・パワーオフ機能があり、ファンクションの選択や、その他の
操作を10分間行なわないと、自動的にＯＦＦになります｡ＯＮに戻すに
は、データホールドかレンジホールドスイッチを押してくだきい゜
入力抵抗と各ファンクションスイッチのデータは、仕様の項を参

照して〈だ言い。

最高の確度で測定するには､周囲温度18.-28℃､湿度80％ＲＨ以下
でなければなりません。

△危険

AC/DC高電圧回路は非常に危険ですから､測定の際は充分注
意してくだきい。

アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの1000Ｖを超

える電圧が加わらないように注意して〈だ言い。
許容値を超える電圧を加えないでください。

可

ｑ

△注意

マニュアルレンジで、ＯＬ（オーバロード）がディスプレイに

表示きれたときは、測定値が選択したレンジの最大値を超え

ています。上のレンジに切り替えてくだきい゜

￣
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備考

測定コードをどこにも接続しない場合、指示値が不規則に変化す
るレンジがあります。これは、人力感度が高いためで故障ではあり
ません。回路に接続すると指示は安定して、ｊＥしい測定ができます。
測定コードの黒いバナナプラグをマイナス（－）端子（COM）

に、赤いパナナプラグをプラス（＋）端子（ｖ/Q/号／･'')）に差し込
んで〈だ言い。

折りたたみスタンドで、平らなlHiでもマルチメータを見やすい姿
勢に置くことができます。ケースは対衝撃性仕様で落としても壊れ
にくい設計になっています。

５－４．交流電圧測定

△危険

アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの1000Ｖを超
える電圧が加わらないように注意してください。

250Ｖ以上の工業用電力ラインでiHlI定しないでくだきい・
許容値を超える電圧を加えないでくだきい゜

１
１ １．ファンクションスイッチを－Ｖ（交流電圧）に合わせます。

（～がディスプレイの左中央に表示ぎれまず）

備考

オーートレン.ジになっているので、マニュアルでレンジをセットし

たいときは、Ｍ、各部の名称〃の項の「レンジホールドスイッチ」

に従ってください。

１番上のレンジから始めて、卜のレンジに移るのが最適です。
２．測定する回路に測定コードのプローブを当ててください。

３．ディスプレイの電圧値を読みます。［]動的にＶに位取り舌れま
す。

５－３．直流電圧測定

△危険

アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの１０００Ｖを超
える電圧が加わらないように注意してくだきい゜
250Ｖを超える工業用電力ラインで測定しないでくだきい・
許容値を超える電圧を加えないでくだきい。

１．ファンクションスイッチをＶ（直流電圧）に合わせます。（＝
がディスプレイの左上隅に表示きれます）

備考

オートレンジになっているので、マニュアルでレンジをセットし
たいときは、Ｍ…各部の名称〃の項のルンジホールドスイッチ」
に従って〈だ言い。１番上のレンジから始めて、下のレンジに移る
のが最適です。

２．極性を誤らないように、測定する１１１１路に測定コードのプローブ
を当ててくだきい゜

３．ディスプレイの電圧値を読みます。デイスフ゜レイは、ｍＶ、Ｖに
応じて白動的に位取りします｡極性が逆の場合は､－(マイナス）
を表示します。

5-5．直流電流測定

△危険

アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの1000Ｖを超

える電圧が加わらないように注意してくだきい゜

250Ｖ以上の工業用電力ラインで測定しないで〈だぎい。
許容値を超える電圧を加えないで〈だ言い。

1.3000ﾉ``Ａまでの測定のとき、ファンクションスイッチを320/3200
ノリＡに合わせてください。300ｍＡまでのときは、３２/320ｍＡに合
わせて〈だ言い。１０Ａまで測定するときは、赤の測定コードを

、Ａ端子から外して１０Ａ端子に差込み､ファンクションスイッチ

を10Ａに合わせます。電流値が分からない場合は、１番上のレン
ジから始めてﾄﾞのレンジに移るのが最適です。

１
１

氏
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備考

ファンクションスイッチの位置が、320/320quAまたは32/320ｍＡ
のときは、オートレンジになります。マニュアルでレンジをセット
したいとき(つまり、３２/320ｍＡで32ｍＡか320ｍＡにセットしたいと
き）は、Ｍ・各部の名称〃の項のルンジホールドスイッチ」に従
ってください。１番上のレンジから始めて、下のレンジに移るのが
最適です。

320/3200ＨＡでは､300ﾉｕＡレンジのときは小数点が右端の桁の左に
表示きれます。3000'し(Ａのときは表示きれません。３２/320ｍＡでは、
30ｍＡレンジの'二きは、小数点が下から２番目の桁の左に表示され
ます。

300ｍＡのときは、右端の桁の左に表示舌れます。

２．左上隅に＝が表示きれていないときは、舟/･1ルー/～スイッチ
を１皿押すと、＝が表示きれるはずです。これはＤＣモードに
あることを示します。

３．測定する回路の電源を切り離し、電流を測定したい箇所で回路
を開きます。

４．測定コードの黒のう.ローブを回路の（－）イ則に、赤のプローブ
を回路の（＋）側に当てます。

５．回路に電源を接続して〈だ答い゜

６．ディスプレイの電流値を読みます。ファンクションが320/3200
浬Ａのときは､電流の単位はﾉｕＡにな')ます゜32/320ｍＡのときは
、Ａ､１０ＡではＡになります。測定コードの極性が逆になってい
ると、（－）マイナスがディスプレイに表示舌れます。小数点
は、レンジによって日勤的に移動します。

１．３０００ﾉｕＡまでの測定のとき、ファンクションスイッチを320/3200
浬Ａに合わせてくだきい゜300ｍＡまでのときは、３２/320ｍＡに合
わせてください。１０Ａまで測定するときは、赤の測定コードを
、Ａ端子から外し、１０Ａ端子に差込み、ファンクションスイッチ
を10Ａに合わせます｡電流値が分からない場合は、１番上のレン
ジから始めて、下のレンジに移るのが最適です。

備考

ファンクションスイッチの位置が､320/320叩Ａまたは32/320ｍＡ
のときは、オートレンジになります。マニュアルでレンジをセット
したいとき(つまり、３２/320ｍＡで32ｍＡか320ｍＡにセットしたいと
き）は、剛４．，，各部の名称〃の項のルンジホールドスイッチ」に従
ってください。１番上のレンジから始めて、下のレンジに移るのが
最適です。

320/3200〆Ａでは､300ﾉｕＡレンジのときは小数点が右端の桁の左に
表示きれます。3000ﾉｕＡのときは表示されません。３２/320ｍＡでは、
30ｍＡレンジのときは、小数点が下から２番目の桁の左に表示言れ

ます。

320ｍＡのときは、左端の桁の左に表示呑れます。

２．．中央に～が表示きれていないときは、舟/･''１.＝/～スイッチを
１回押すと、～が表示きれるはずです。これはＡＣモードにある
ことを示します。

３．測定する回路の電源を切り離し、電流を測定したい筒所でlnl路
を開きます。

４．測定コードのプローブを、開いた回路の両側に当てます。
５．回路に電源を接続して〈だ舌い゜

６．ディスプレイの電流値を読みます。ファンクションが320/3200

’Ａのときは、電流の単位は解Ａになります｡32/320ｍＡのときは
、Ａ、１０ＡではＡになります。小数点は、レンジによって自動的
に移動します。

Ｐ

５－６．交流電流測定 △注意

10Ａレンジを使っていて他のレンジに移るときは、必ず赤の
測定コードを10Ａ端子から抜いてＶ/Q/升／･''1か、Ａ端子に
差し替えてくだきい

△危険

アースとマルチメータの端子間にＡＣまたはＤＣの1000Ｖを超
える電圧が加わらないように注意してください。
250Ｖ以上の工業用電力ラインで測定しないでくだきい゜
許容値を超える電流を加えないでくだきい゜

●＝

■
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５－８．導通チエツク５－７．抵抗測定

△危険

電圧のある回路や電線で導通チェックを行わないでください。
電圧を加えないように注意してください。

△危険

抵抗を測定する前に、必ず被測定回路の電源を切離して、コ
ンデンサを放電して〈だ言い。バッテリを取り外して、電源
コードを抜くのが最善の方法です。
誤って電圧を加えなし〕ように注意してください。

1．ファンクションスイッチを升/･''１に合わせます。
２．．''１がディスプレイに表示きれていないときは、表示されるま
で丹ハル＝/～スイッチを押します。

（これは導通チェックモードにあることを示します）
3．測定コードのプローブを､チェックしたい回路か電線に当てます。
4．抵抗が2()ｎ未満のときブザーが鳴り、ディスプレイが抵抗価を指

示しますも

'・ファンクションスイッチを｡に合わせます｡測定コードが何かに
接続きれているときは、ＯＬがディスプレイに表示されます。こ
れは故障で､はありません。また､ディスプレイの右端にＭｎが表
示きれます。

備考

このときオートレンジになっています。マニュアルでレンジをセ
ットしたいときは、Ｍ，各部の名称〃の項のルンジホールドスイ
ッチ」に従ってくだきい゜レンジホールドスイッチを１度押すと、
画とＭＱがディスプレイに表示きれて、レンジは30MQにな｛)ま
ず。苔らにレンジスイッチを押すごとに、３kｎ，３０kＱ、300kＱ(ｋＱ
が表示ぎれまず)、３Ｍ｡、３０Ｍｎ（Ｍｎが表示きれます）仁切変わ
り、300Ｑ（表示はＱ）に戻ります。

２．測定コードのプローブを、測定する回路または部品の両端に当
てます。必要なら、レンジを切り替えてiHll定確度を上げて〈だ
言い。（回路の他の部分が測定に影響しないよう、測定する部品
の片方を取り外すのが最善の方法です｡）

３．ディスプレイの抵抗値を読みます。ディスプレイは、｡、ｋＱ、
Ｍｎに応じて自動的に位取りします。

備考

300Ｑレンジまたはオートレンジモードで､測定コードをショート
すると、小きい抵抗値が表示されます。（0.5ｎ以下)これはマルチメ
ータと測定コードの内部抵抗です。この値をメモしておき、低抵抗
を測定するときは測定値力､ら差しi)|〈（マイナスする）必要があり
ます。

５－９．ダイオードテスト

1．ファンクションスイッチを丹/･'１１に今わせまず。
２．升がディスプレイに表示きれていないときは、表示きれるま

で丹/･'ルー/～スイッチを押します。

（これはダイオードテストモードにあることを示します）
３．測定コードのプローブを、テストしたいダイオードか半導体の
接合部に当てます。指示値をメモします。

４．プローブを逆に当てて、指示値をメモします。
５．指示が両方ＯＬなら、その部品はオープンです。指示が両方０
か、Ｏに近い値ならショートしています。

備考

ダイオードチェック中に表示きれる値は順方向電圧です。

、、Ｐ く ’
￣「--

逆方向電圧測定順方向電圧測定

■
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電池交換
電池が消耗して、動作電圧を下回ると、ディスプレイの右下隅に
田が表示されます。電池を交換して〈だ急い゜電池の組み込み方
法に従って〈だ言い。交換した電池は適切に処分して〈だ言い。
ヒューズ交換

6．測定コードの修理方法

測定コードが切れたときは、図のように修理してください。

葱
△危険

感電を避けるため、ケースを開ける前に、測定コードを全て
の電源から取り外してくだきい゜
ヒューズは必ず下記の定格のものを使用してくだき_し２－２

/報 １．測定対象から1則定コードを取り外します。
２．プラスドライバーで背面のネジを外して､ケースを取り外します。
３．交換するヒューズを、害|Iらないように`慎重にヒューズホルダか
ら取り外し新しいヒューズを取り付けてくだきい゜

備考

１０Ａ端子用のヒューズは、10Ａ/250Ｖ、ｊ6.35×3175ｍｍです。スペ
アヒューズはありません。ｍＡ端子用は0.5A/250Ｖ、ｊ５ｘ２０ｍｍで
す。スペアヒューズが１本、パオ､ルの内側に付いています。（ヒュー
ズ〈スペアヒューズの位置は図を参照して〈だ:Ⅶ｡）

ヒューズ実装位置スペアヒューズ実装位置

．■Ｚ)咀帥=＝－

7．メンテナンス

手入れ

以下のように手入れをすれば、マルチメータの寿命は長くなりま
す。

水をかけない。濡れたときは、すぐにふき取って〈だ書い゜
通常の温度で使用・保管してくだきい゜

低温や高温にさらすと、電子部品の寿命が短くなるほか、プラスチ
ックが溶けたり、歪んだりすることがあります。
ていねい、かつ`慎重に扱ってください。落とすと電子部品やケー

スを傷めます。

ケースは、ときどき水で湿した布で拭き、清潔に保３てください。
薬品、溶剤８洗剤は使わないでくだきい゜
指定サイズ獣･形式の新品の電池以外は使用しないで〈だ言い。

古い弱った電池は交換して、液漏れでマルチメータを傷めないよう
にしてくだきい。～

長期間使用しないで保管する場什は、液漏れでマルチメータが傷
むのを防ぐため、電池を取り外してくだきい。

齢 ［

Ｉ

①１．’'＠。|’○｜に
ﾆロコ

。。

｡．

4．ケースを取り付けて、プラスドライバでネジ止めしてくだきい。

■

－１４－ －１５－



証規定保●修理のご依頼について●
保証期間中に生じました故障は、以下の場合を除き無償で修理い

たします。

１．取扱説明書によらない不適切な取扱い、使用方法、保管方法

が原因で生じた故障。

２．お買い上げ後の持ち運びや輸送の間に、落下させるなど異常

な衝撃が加わって生じた故障。

３．当社のサービス担当者以外の改造、修理、オーバーホールが

原因で生じた故障。

４．火災、地震、水害、公害およびその他の天変地異が原因で生

じた故障。

５．傷など外観上の変化。

６．その他当社の責任とみなされない故障。

７．電池など消耗品の交換、補充。

８．保証書のご提出がない場合。

輸送中に擢傷しないように十分梱包した上、下記修理

センターまたは取扱店までお送り〈だぎい。

〒797愛媛県東宇和郡宇和町坂戸480

共立電気計器株式会社

修理センター

a0894-62-1171

FAXO894-62-5531

取扱店

。ご注意

当社で故障状態の確認をさせていただき、上記に該当する場合は

有償とさせていただきます。

輸送中に損傷が生じないように梱包を施し、当社修理センターま

たは取扱店宛にお送りください。

この説明書に記載されている事項を断りなく変更する

ことがありますのでご了承ください。

■

年月日 修理内容 担当者

■


